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シリーズチャペル＜経済と人間＞
　

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
進
展
は
、
近
年
、

国
内
の
所
得
・
資
産
格
差
の
拡
大
を
深
刻

化
さ
せ
、
こ
れ
を
背
景
に
、
欧
米
諸
国
で

は
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」（
大
衆
迎
合
主
義
）

が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
大
衆
の
な
か
に

高
ま
る
不
満
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
既
存

政
権
が
急
速
に
支
持
を
失
う
構
図
は
、
ア

メ
リ
カ
・
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
誕
生
や
、
Ｅ

Ｕ
離
脱
を
求
め
る
英
国
の
世
論
に
顕
著
に

表
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
難
民
受
入
れ
に

寛
容
だ
っ
た
政
権
の
衰
退
と
、
過
激
な
外

国
人
排
斥
を
唱
え
る
政
党
の
台
頭
で
緊
張

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
国
内

世
論
が
二
つ
に
分
裂
す
る
傾
向
に
あ
る
こ

と
も
深
刻
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
ア
ジ
ア
で
も
、
大
き
な
変

化
が
生
じ
て
い
ま
す
。
世
界
経
済
危
機
後

の
「
新
常
態
（
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
）」
と

い
う
事
態
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
中
国
経

済
の
構
造
変
化
は
、
国
内
産
業
の
急
速
な

再
編
や
リ
ス
ト
ラ
と
と
も
に
、「
一
帯
一

路
（
ワ
ン
ベ
ル
ト
・
ワ
ン
ロ
ー
ド
）」
の

ビ
ジ
ョ
ン
に
従
い
、
周
辺
地
域
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
と
市
場
開
拓
が
動
き
出
し
ま
し

た
。
中
国
の
辺
境
で
開
発
が
遅
れ
て
い
た

地
域
と
、
国
境
を
接
す
る
中
央
ア
ジ
ア
の

間
に
鉄
道
・
高
速
道
路
の
整
備
が
急
ピ
ッ

チ
で
進
み
、
さ
ら
に
経
済
特
区
の
開
設
で

販
路
拡
大
の
経
済
効
果
は
２
８
０
０
兆
円

に
も
上
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

中
国
で
は
外
資
流
出
へ
の
規
制
が
強
化
さ

れ
、
バ
ブ
ル
崩
壊
と
金
融
不
安
定
化
を
防

止
し
つ
つ
、
労
働
コ
ス
ト
上
昇
で
競
争
力

を
失
っ
た
産
業
に
も
新
た
な
活
路
を
開
こ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
上
旬
に
、
私
は
、
中
国
内
陸
部
の

四
川
省
の
中
心
都
市
で
あ
る
成
都
市
に
出

か
け
、
四
川
大
学
の
公
共
管
理
学
院
及
び

西
部
大
開
発
学
院
で
講
義
を
行
い
交
流
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
中
国
内
陸
部
の
発
展

の
規
模
と
潜
在
力
の
大
き
さ
を
様
々
に
実

感
し
ま
し
た
。
規
模
だ
け
で
は
な
く
、
デ

ジ
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
モ

ノ
・
サ
ー
ビ
ス
生
産
・
提
供
者
や
消
費
者

と
の
接
続
）
に
よ
る
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
と
、

こ
れ
に
参
入
す
る
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
巨

大
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
一
方
、
辺
境
に
残
さ

れ
た
高
齢
者
と
大
都
市
に
流
出
す
る
若

者
、
空
気
・
土
壌
汚
染
な
ど
公
害
に
よ
る

健
康
不
安
の
深
刻
化
な
ど
が
、
中
国
社
会

を
揺
り
動
か
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
と
中
国
の
二
つ
の
大
国
が
、

自
国
中
心
主
義
（
自
国
フ
ァ
ー
ス
ト
）
に

突
っ
走
る
こ
と
に
は
理
由
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
が
各
国
社
会
に
与
え
る
弊
害
へ
の
対
処

に
つ
い
て
真
剣
で
な
か
っ
た
点
で
す
。
私

自
身
の
研
究
も
、
こ
の
問
題
に
焦
点
を
当

て
て
い
る
の
で
す
。

　

米
中
両
国
の
自
国
中
心
主
義
に
対
峙
す

る
た
め
、
多
国
間
主
義
に
よ
る
新
た
な
取

組
の
強
化
が
不
可
欠
で
す
。各
国
経
済
は
、

一
国
の
利
益
だ
け
追
求
し
て
安
定
と
繁
栄

を
享
受
す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
い
う
現
実

を
踏
ま
え
て
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
日
読
ん
で
い
た
だ
い
た
聖
書
の
箇
所

（
イ
ザ
ヤ
書
第
43
章
19
節
）
で
は
、
新
し

い
も
の
は
、
そ
れ
と
信
じ
る
人
が
最
も
少

な
い
時
に
現
れ
て
く
る
こ
と
、
古
い
も
の

が
、
死
に
ゆ
く
も
の
と
し
て
明
ら
か
に
な

る
と
き
に
、
真
に
新
し
い
も
の
を
到
来
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
語
っ
て
い

ま
す
。
事
態
を
傍
観
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
創
造
の
業
に
、
私
た
ち
自
身
が
主
体

的
に
行
動
し
、
積
極
的
に
参
加
す
る
べ
き

で
す
。
こ
の
た
め
、
自
国
中
心
主
義
に
対

峙
し
、
少
数
者
の
権
利
を
尊
重
す
る
新
た

な
多
国
間
主
義
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と

が
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
日
・
Ｅ
Ｕ
の
経
済
連
携

協
定
の
締
結
な
ど
多
国
間
協
力
の
拡
充
、

ア
メ
リ
カ
が
離
脱
を
表
明
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平
洋
経
済
連
携
）
改
定
と
発
効
促

進
、
日
本
が
消
極
的
な
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ

投
資
銀
行
（
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
）
へ
の
参
加
と
運

営
改
革
、パ
リ
協
定（
地
球
温
暖
化
対
策
）

へ
の
ア
メ
リ
カ
の
復
帰
の
環
境
整
備
も
大

事
で
す
。

　

新
た
な
多
国
間
主
義
で
は
少
数
者
に
対

す
る
配
慮
こ
そ
重
要
で
す
。
超
大
国
が
、

小
さ
な
途
上
国
に
巨
額
債
務
を
負
わ
せ
、

経
済
力
を
道
具
に
政
治
的
・
軍
事
的
影
響

力
を
行
使
す
る
構
図
は
避
け
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
各
国
内
の
低
開
発
地
域
や
少
数
者

へ
の
社
会
的
投
資
も
不
可
欠
で
す
。
お
互

い
が
隣
国
の
た
め
に
存
在
す
る
健
全
な
多

国
間
主
義
に
基
づ
く
平
和
を
、
ア
ジ
ア
に

お
い
て
構
想
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

■

井
口
　
泰
　
教
授
（
労
働
経
済
学
）

「
見
よ
、私
は
新
し
い
こ
と
を
す
る
」

│
ア
ジ
ア
の
未
来
を
築
く
│
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